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ビスのあり方を抜本的に変えるポテンシャ

ルを持っているのが、 この電子証明書だと

いうことは、 直感的にもご理解いただいて

いることかと思います。

そして、 この電子化を進めるにあたって

最も大切なことの一つが導入手法の検討を

していくということです。 ここでは、グロ ー

バルスタンダー ドは何か、どういったプラッ

トフォ ー ムが利用されているのか、 法令遵

守は守られているのか等々あるわけですが、

肝心なのは証明書の受け手が真正性を確信

し、 それを保証するシステムが必要だとい

うことです。 逆に言うと、 いま日本の多く

の大学は、 この電子証明書をまだよく知ら
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ない。 あるいは真性性に対する信頼をまだ

｀、 得られていないので、 念のため紙を出して

くださいと、 という運用をしているわけで

す。 ですから我々が発行者に回った場合は、

世界的に信頼を得ているシステムを使って

いくという必要性があり妥当性がある、 と

考えております。

こうしたことが本日の研究会の全容であ

ると思っています。 冒頭で申し上げたこの

全体と、 皆様にかかわる部分の相関関係を

通じて電子証明をより深く理解していただ

きたいと思いますし、 それが皆様の業務の

意義ですとか概念、 その再定義につながっ

ていくのではないかと考えています。
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